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見
附
台
周
辺
地
区 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問　

事
業
は
、「
公
的
不
動
産

（
Ｐ
Ｒ
Ｅ
）
の
有
効
活
用
等
の

民
間
提
案
活
用
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事

業
」
で
進
め
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
契
約
終
了
後
に
所

有
権
を
譲
渡
す
る
手
法
も
あ

り
、
事
業
者
か
ら
譲
渡
を
期
待

す
る
声
も
あ
る
。
定
期
借
地
権

が
切
れ
た
後
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　
土
地
賃
貸
借
契
約
終
了

日
ま
で
に
付
帯
事
業
に
供
す
る

事
業
用
地
を
更
地
に
戻
し
て
、

市
に
返
還
す
る
旨
を
実
施
方
針

で
規
定
し
て
い
る
。

問　
定
期
借
地
権
の
期
間
は
50

年
以
上
も
あ
り
得
る
と
思
う
。

誰
が
い
つ
決
め
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
民
間
事
業
者

の
提
案
に
よ
り
変
わ
る
。
選
定

委
員
会
で
選
定
し
、
最
終
的
に

市
が
決
定
し
て
議
会
に
報
告
す

る
。

問　
特
定
企
業
に
多
額
の
税
金

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

を
投
入
す
る
が
、
地
域
の
活
性

化
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
が
見

え
な
い
。（
仮
称
）
新
文
化
セ

ン
タ
ー
の
整
備
は
従
来
の
手
法

で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
（
仮
称
）
新
文
化
セ
ン

タ
ー
と
見
附
台
公
園
の
設
計
か

ら
維
持
管
理
・
運
営
ま
で
を
一

括
し
て
募
集
す
る
こ
と
で
、
運

営
を
意
識
し
た
設
計
と
効
率
的

な
運
営
が
可
能
に
な
る
。
ま
た

施
設
規
模
や
事
業
費
の
縮
減
、

整
備
期
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
事
業
と
駅
周
辺
の

商
店
街
と
の
連
続
性
の
確
保
な

ど
の
提
案
を
誘
導
す
る
こ
と
に

よ
り
、
中
心
市
街
地
全
体
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出
と
回
遊
性
の
実

現
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
に
よ
る
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。

民
間
活
力
の
活
用
に 

よ
る
業
務
の
見
直
し

問　
指
定
管
理
者
制
度
や
民
間

委
託
の
導
入
に
懸
念
が
あ
る

中
、
拙
速
に
民
間
へ
委
ね
る
べ

き
で
は
な
い
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　
検
討
し
た
業
務
は
既
に

他
自
治
体
で
導
入
実
績
が
あ

る
。
緊
急
時
の
対
応
や
ノ
ウ
ハ

ウ
の
継
承
な
ど
の
課
題
が
あ
る

業
務
は
当
面
直
営
と
し
、
慎
重

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
図
書
館
業
務
は
専
門
性
が

求
め
ら
れ
、
資
料
を
保
存
す
る

重
要
な
役
割
を
持
つ
。
地
区
館

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
効
果
が
あ
る
の
か
。

社
会
教
育
部
長　
人
材
活
用
の

柔
軟
性
や
経
費
の
削
減
、
開
館

時
間
の
延
長
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
考
え
ら
れ
る
。

問　
市
が
民
間
に
委
託
し
、
条

件
の
良
い
、
安
い
事
業
者
を
選

ぶ
こ
と
で
、
不
安
定
雇
用
の
低

賃
金
な
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
作
り
出
す
の
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
人
件
費
も
含

め
て
実
現
性
も
確
認
し
て
い

る
。
極
端
な
低
賃
金
と
な
ら
な

い
よ
う
選
定
し
て
い
る
。

問　
現
業
職
員
の
役
割
は
大
き

い
。
現
業
職
員
は
、
採
用
ゼ
ロ

が
掲
げ
ら
れ
10
年
以
上
が
経
ち

高
齢
化
は
深
刻
で
あ
る
。
新
た

に
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　
当
面
直
営
と
し
た
業
務

は
、
民
間
活
力
の
活
用
で
見
直

し
た
人
員
を
年
齢
構
成
や
業
務

の
継
続
性
、
技
術
の
継
承
な
ど

を
考
慮
し
て
配
置
し
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
生
活
保

護
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
や
民
間
活
力
導
入
は

ま
ち
の
活
性
化
に
な
ら
な
い

松
本 

敏
子 

議
員

　６月定例会の会議録は８月下旬から
公開します。市役所本館８階の議会図書
室や５階の市政情報コーナー、各地区の
公民館、各図書館でご覧ください。市議
会ホームページでもご覧になれます。

会議録は８月下旬に公開

　目の不自由な方に市議会の
活動状況をお伝えするため、
議会だよりの内容を音声化し
た「声の議会だより」を発行
しています。

声の議会だより

問　
説
明
会
な
ど
で
の
意
見
や

要
望
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
意
見
に
は
募

集
要
項
に
反
映
で
き
る
内
容
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
、
住
民
意
見
が
反

映
さ
れ
る
か
不
安
に
感
じ
て
い

る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
地
域
住
民
と
の
協
議
会
の

よ
う
な
場
を
設
け
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
れ
か
ら
具

体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
住
民
、
行
政
、
事
業
者
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
制
度
上
難
し
い
。

問　
事
業
者
選
定
委
員
会
に
な

ぜ
住
民
が
参
加
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
高
度
な
専
門

性
や
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

の
情
報
に
高
い
秘
匿
性
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
学
識
経
験
者
を

中
心
に
人
選
し
て
い
る
。

問　
住
民
参
加
が
な
け
れ
ば
納

得
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
募
集
要
項
な

問　
新
規
事
業
を
展
開
す
る
際

に
市
民
意
見
を
ど
う
求
め
、
成

果
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

市
長　
説
明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
で
市
民
意
見
を

求
め
、
可
能
な
限
り
計
画
な
ど

に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

問　
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
を
ど
う
扱
う
の
か
。

企
画
政
策
部
長　
意
見
の
集
約

方
法
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

な
ど
を
研
究
す
る
。

見
附
台
周
辺
地
区 

整

備

事

業

問　
債
務
負
担
行
為
限
度
額
１

３
２
億
５
千
万
円
に
つ
い
て
、

本
市
財
政
へ
の
影
響
を
伺
う
。

市
長　
平
成
30
年
代
半
ば
に
公

債
費
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で

楽
観
で
き
な
い
。
し
か
し
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
と
中
心
市
街
地

活
性
化
の
た
め
更
な
る
歳
出
の

見
直
し
や
歳
入
確
保
に
よ
り
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

問　
東
海
道
本
通
り
線
な
ど
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
歴
史
軸
と
し
て
の
景
観

へ
の
配
慮
や
利
便
性
の
向
上
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
選
ば
れ
る
ホ
ー
ル
と
な
る

た
め
、（
仮
称
）
新
文
化
セ
ン

タ
ー
を
ど
う
整
備
す
る
の
か
。

市
長　
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
対

応
し
、
音
響
や
舞
台
な
ど
の
基

本
性
能
を
重
視
し
た
ホ
ー
ル
や

多
機
能
な
多
目
的
ホ
ー
ル
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
選
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

湘
南
海
岸
公
園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン

問　
地
域
住
民
、
民
間
企
業
、

行
政
で
組
織
を
立
ち
上
げ
、
強

み
を
出
し
合
い
整
備
す
る
こ
と

を
望
む
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長　
多
様
な
関
係
者
と
の
連

携
は
計
画
づ
く
り
や
運
営
に
重

要
な
要
素
と
認
識
し
て
い
る
。

平
塚
市
犬
猫
の
適
正 

飼
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

問　
策
定
の
目
的
を
伺
う
。

環
境
部
長　
ペ
ッ
ト
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
軽
減
し
、
人
と
動
物

が
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
で
あ
る

問　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
担
保
す

る
た
め
、
ど
う
す
る
の
か
。

環
境
部
長　
ま
ず
は
し
っ
か
り

と
周
知
し
て
い
く
。

問　
生
後
90
日
以
上
の
犬
の
登

録
に
つ
い
て
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
や
ブ
リ
ー
ダ
ー
へ
の
指
導
は

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

環
境
部
長　
第
1
種
動
物
取
扱

業
の
登
録
状
況
と
犬
の
登
録
状

況
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
指
導
す
る
。

ど
に
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
の
で
問
題
は
な
い
。

問　
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額

12
億
円
の
内
訳
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
は
事
業
者
の
計
画
に
よ
っ

て
変
わ
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
そ
の
と
お
り

で
あ
る
。
整
備
費
と
管
理
費
の

上
限
額
を
定
め
た
。
そ
の
範
囲

内
で
の
提
案
と
な
る
。

問　
プ
ー
ル
の
撤
去
は
事
業
者

に
よ
る
。
撤
去
し
な
い
場
合
に

整
備
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
プ
ー
ル
跡
地

だ
け
で
な
く
、
東
西
の
エ
リ
ア

も
含
め
て
整
備
す
る
。
プ
ー
ル

を
活
用
す
る
か
撤
去
す
る
か
は

事
業
者
の
考
え
方
に
よ
る
が
、

跡
地
を
中
心
に
都
市
公
園
の
機

能
が
配
置
さ
れ
る
と
思
う
。

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
公
園
整
備
は

地
域
住
民
と
の
合
意
を
第
一
に

髙
山 

和
義 

議
員

市
民
意
見
を
ど
う
集
約
す
る
の
か

臼
井 

照
人 

議
員

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

自
治
体
と
し
て
広
域
的

危
機
対
策
の
強
化
を

問　
東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年

が
経
過
し
た
。
原
発
事
故
が
過

去
の
出
来
事
と
し
て
語
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、「
今
そ
こ
に
あ

る
危
機
」
と
し
て
直
視
し
、
原

子
力
発
電
所
の
近
く
の
活
発
な

地
震
活
動
に
注
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
規
模
な
原
発
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
が

ど
の
よ
う
に
及
ぼ
さ
れ
る
の

か
。
自
治
体
と
し
て
、
被
害
予

測
の
調
査
と
被
害
の
最
小
化
に

向
け
た
研
究
を
行
い
、
地
域
防

災
計
画
や
総
合
計
画
の
策
定
に

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
、
市
民
に

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
自
治

体
と
し
て
、
原
発
事
故
を
想
定

し
た
地
域
防
災
計
画
や
住
民
避

難
計
画
は
、
実
行
性
や
妥
当
性

を
ベ
ー
ス
に
置
く
べ
き
で
あ

る
。
市
民
の
生
命
を
ど
の
よ
う

に
守
る
の
か
、
自
治
体
と
し
て

の
姿
勢
が
見
え
て
こ
な
い
。
市

民
は
本
市
の
災
害
対
策
の
取
り

組
み
を
信
頼
し
て
い
る
。
自
治

体
と
し
て
そ
の
信
託
に
応
え
る

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
地
域
防

災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
作
成
し
て
お
り
、

国
・
県
と
の
整
合
が
図
ら
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
重
大
事
故
を
前
提
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
資
料
を
、
自

治
体
単
位
で
総
合
計
画
の
策
定

や
地
域
防
災
計
画
改
訂
の
根
拠

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
原
発
事
故
の
検
証
か
ら
厳

し
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
想
定
外
と
言
わ
れ
る
が
今

は
普
通
の
出
来
事
で
あ
る
。
７

年
が
経
過
す
る
中
で
、
自
治
体

と
し
て
、
原
発
事
故
か
ら
の
教

訓
と
し
て
何
を
学
ん
で
き
た
の

か
改
め
て
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
国
の
防

災
基
本
計
画
の
原
子
力
災
害
対

策
の
中
で
、
予
防
的
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
と
し
て
、
原

発
施
設
か
ら
お
お
む
ね
半
径
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
、
緊
急
防

護
措
置
を
準
備
す
る
区
域
と
し

て
原
発
施
設
か
ら
お
お
む
ね
30

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
つ
い
て

定
め
る
と
し
て
い
る
。
現
状
で

は
策
定
し
た
地
域
防
災
計
画
が

一
番
良
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問　
消
防
署

本
署
整
備
事
業
と
組
織
強
化
に

つ
い
て

自
治
体
と
し
て
原
発
事
故
か
ら

何
を
学
ん
で
き
た
の
か

吉
野 

和
美 

議
員
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